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　今回の特集は「文化財」。琴滝や質志鐘乳
洞、観音堂などが指定されていることは知っ
ていましたが、調べていくと72点もの文化
財が町内にあることを改めて認識しました。

紙面の関係で文化財一つひとつの詳細をお伝えすることは
できませんが、今回の記事をきっかけに、みなさんが文化財
に興味を持っていただき、現地を訪れていただけたらうれし
く思います。また、合併から約3年8か月経ちますが、旧3町
の歴史と文化を引き継いだ京丹波町が「自分たちの町」と
して多くのみなさんに認識していただけるように、今後もで
きるだけ多くの情報が発信できるよう努めていきたいと思
います。（Ｋ）

［おわびと訂正］
先月の広報京丹波（Ｎｏ.４３）の１１ページ、「人の動き（食生
活改善推進員協議会）」の副会長／太田明子さん（鎌谷下）
は、副会長／田村明子さん（鎌谷下）の誤りでした。おわびし
て訂正します。

編集
後記
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迫
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な
ぎ
る

激
し
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競
り
合
い

特
集

第1回

■作り方
①たまねぎは薄切りにして熱湯でさっとゆで、ざ
るにあげて酢を少々ふる。
②ちりめんじゃこを熱湯にさっと通す。
③鍋で、みそ、みりん、砂糖を火にかけて練り、冷
ました後、酢とからしを加えてよく練る。
④③で①②の食材を味付けし、青じその千切り
をのせて盛り付ける。

【材料（4人分）】
◆たまねぎ・・・・・・・・・ 200g ◆ちりめんじゃこ   
◆青じそ（葉）・・・・・・・・ 4枚 　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40g
＜調味料＞
◇白みそ（甘口）・・・ 20g ◇酢・・・・・・ 大さじ2/3
◇みりん・・・・・ 大さじ1/2 ◇砂糖・・・ 小さじ1/2
◇練がらし・・・・・・・・・・ 少々

新
た
ま
ね
ぎ
の
お
い
し
い
時
期
は
五
・
六

月
で
す
。た
ま
ね
ぎ
に
は
、血
液
を
サ
ラ
サ

ラ
に
す
る
効
果
が
あ
り
、高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
予
防
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
番
お
い
し
い
時
期
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

塩
分
が
気
に
な
る
方
は
、み
そ
を
減
ら

し
、青
じ
そ
の
香
り
で
お
い
し
く
い
た
だ
い

て
く
だ
さ
い
。

〈
次
回
は
、八
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
〉 

今回の
料    理「
新
た
ま
ね
ぎ
の

  

酢
味
噌
和
え
」

一
言
ア
ド
バ
イ
ス

食生活改善推進員協議会

副会長　田
た

村
むら

明
あき

子
こ

さん
（鎌谷下）

■栄養価（1人分）

エネルギー

68kcal

たんぱく質

5.4g

脂質

0.6g

カルシウム

71mg

食物繊維

1.3g

塩分

1.1g

1日に必要な野菜の量
は300～350g。このメ
ニューでは51gの野菜
が取れます。



高齢者施策の方向性を示す
「高齢者福祉計画及び
第４期介護保険事業計画」を策定

栄養バランスのとれた食事で
健やかな毎日を

Dr’s Message いきいき健康術

宇宙メダカが自然公園に登場
―ちびっこまつり

きれいな道路で町のイメージアップを
―ボランティア・ロード丹波

幼虫と成虫の違いにびっくり
―カブトムシの幼虫捕り体験

地元で採れた旬の山菜料理を満喫
―質志鐘乳洞公園春祭り

巧みなパドルさばきで由良川の流れを制して
―関西カヌースラローム選手権大会

アユの生態を学ぶために
―和知小学校稚アユ放流体験

四季折々の山野草で季節を感じて
―春・山野草の森祭り

五穀豊穣を願って
―京都祇園八坂神社御田祭

地域の名所で学年を超えた交流を
―三ノ宮小学校１年生歓迎遠足

　　　 地元で採れる旬の食材を
　　　 使った料理レシピ
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5月3日、第4回京丹波町ホッケーフェスティバルがグ
リーンランドみずほホッケー場で開催され、町内外か
ら約330人（27チーム）が参加。試合は、小学男子・女
子、一般男子・女子の4部門で行われ、それぞれの部
門で激しい熱戦が繰り広げられました。

今月の表紙
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文
化
財
と
は

　

わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
は
、文
化
的
な
暮
ら
し
が

生
み
出
し
た
芸
術
、史
跡
、建
造
物
な
ど
が
数
多
く
存

在
し
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
で
も
時
代
背
景
や
文
化

を
後
世
に
伝
え
る
価
値
が
高
い
も
の
を「
文
化
財
」と

位
置
付
け
、地
域
の
財
産
と
し
て
守
り
続
け
て
い
ま

す
。

　

文
化
財
は
、地
域
の
歴
史
や
文
化
な
ど
を
正
し
く

理
解
す
る
た
め
の
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、将
来
の
文

化
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。そ
の
た

め
、形
の
有
る
も
の
か
ら
伝
承
さ
れ
る
も
の
ま
で
、有

形
無
形
を
問
わ
ず
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

文
化
財
保
護
法
で
は
、文
化
財
を「
有
形
文
化
財
」

「
無
形
文
化
財
」「
民
俗
文
化
財
」「
記
念
物
」「
文
化

的
景
観
」「
伝
統
的
建
造
物
群
」の
六
種
類
に
分
類
し
、

そ
れ
ぞ
れ
の
定
義
を
次
の
と
お
り
示
し
て
い
ま
す
。

広
報

フラッシュ　

特
集

　

町
の
歴
史
や
文
化
を
後
世
に
伝
え
る「
文
化
財
」。先
人
が
生
み
出
し
、

多
く
の
人
々
に
守
ら
れ
な
が
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
財
が
、本
町
に
は

数
多
く
現
存
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、わ
た
し
た
ち
の
身
近
に
あ
る「
文
化
財
」に
つ
い
て
特
集
し
ま
す
。

観音堂（下粟野）
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■
有
形
文
化
財

　

建
造
物
、美
術
工
芸
品（
絵
画
、彫
刻
、工
芸
品
、書

跡
、典
籍
、古
文
書
、参
考
資
料
）、歴
史
的
資
料
、そ

の
他
有
形
の
文
化
的
所
産
。

■
無
形
文
化
財

　

演
劇
、音
楽
、工
芸
技
術
、そ
の
他
無
形
の
文
化
的

所
産
。

■
民
俗
文
化
財

　

衣
食
住
、仕
事
、信
仰
、年
中
行
事
な
ど
に
関
す
る

風
俗
慣
習
、民
俗
芸
能
、民
俗
技
術
お
よ
び
こ
れ
ら
に

用
い
ら
れ
る
衣
服
・
器
具
・
家
屋
、そ
の
他
の
物
件
。

■
記
念
物

・
貝
塚
、古
墳
、城
跡
、旧
宅
な
ど
の
遺
跡
。

・
庭
園
、橋
り
ょ
う
、峡
谷
、海
浜
、山
岳
、そ
の
他
の

　

名
勝
地
。

・
動
物
、植
物
、地
質
鉱
物
な
ど
の
自
然
の
産
物
。

■
文
化
的
景
観

　

地
域
に
お
け
る
人
々
の
生
活
や
仕
事
、当
該
地
域

の
風
土
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
景
観
地（
棚
田
や
里
山

な
ど
）。

■
伝
統
的
建
造
物
群

　

周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的
風
致
を
形

成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物
群（
宿
場
町
や
城
下

町
な
ど
）。

文
化
財
を

保
護
す
る
た
め
に

　

国
は
文
化
財
を
保
護
す
る
た
め
に
、特
に
重
要

な
も
の
を
指
定
・
選
定
し
、保
存
や
活
用
な
ど
が
必

要
な
も
の
は
登
録
し
ま
す
。指
定
な
ど
を
受
け
た

文
化
財
は
、国
民
全
体
で
保
護
す
る
た
め
に
、次
の

と
お
り
位
置
付
け
ら
れ
ま
す
。

●
有
形
文
化
財
…「
重
要
文
化
財
」。さ
ら
に

国
民
の
宝
と
な
る
も
の
は「
国
宝
」。

●
無
形
文
化
財
…「
重
要
無
形
文
化
財
」。

●
民
俗
文
化
財
…「
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
」

「
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
」。

●
記
念
物
…「
史
跡
」「
名
勝
」「
天
然
記
念

物
」。さ
ら
に
重
要
な
も
の
に
は
、そ
れ
ぞ
れ

上
に「
特
別
」を
付
け
る
。

●
文
化
的
景
観
…「
重
要
文
化
的
景
観
」。

●
伝
統
的
建
造
物
群
…「
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
」。

　

※
こ
の
ほ
か
に
土
地
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る「
埋
蔵
文
化

財
」が
あ
り
、発
掘
さ
れ
た
後
に
有
形
文
化
財
と
し
て
選

定
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、国
の
指
定
な
ど
を
受
け
て
い
な
い
文
化

財
で
、京
都
府
が
重
要
と
認
め
る
も
の
に
つ
い
て
は

「
京
都
府
文
化
財
保
護
条
例
」に
基
づ
き
、国
と
同

様
に
指
定
や
選
定
、登
録
を
行
い
、町
も
町
と
所
有

者
、町
民
が
一
体
と
な
っ
て
文
化
財
を
保
護
す
る
た

め
に「
京
丹
波
町
文
化
財
保
護
に
関
す
る
条
例
」に

基
づ
き
指
定
を
し
ま
す
。

　

な
お
、町
内
で
指
定
な
ど
を
受
け
た
文
化
財
は
、

次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。

大福光寺本堂（下山）

シリーズ

特集

CONTENTS
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本
町
に
は
、国
指
定
重
要
文
化

財
七
点
、府
指
定
・
登
録
文
化
財

二
十
五
点
、町
指
定
文
化
財
四
十

点
の
計
七
十
二
点
が
存
在
し
て

お
り
、歴
史
的
建
造
物
か
ら
無
形

民
俗
文
化
財
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な

も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

年
数
を
経
る
ご
と
に
価
値
を

高
め
る
美
術
工
芸
品
や
建
造
物
、

時
代
の
移
り
変
わ
り
を
記
す
史

跡
、継
承
さ
れ
て
き
た
伝
統
芸
能

な
ど
、現
在
で
は
町
の
観
光
資
源

と
し
て
多
く
の
人
に
知
ら
れ
て
い

る
文
化
財
を
紹
介
し
ま
す
。

特
集

質美八幡宮本殿（質美）

文化財の名称 指定年月日 所在地 位置

紙本墨書方丈記 大正15年4月15日

玉篇（巻第廿四断簡） 昭和24年2月18日

大福光寺本堂

大福光寺多宝塔

九手神社本殿・附棟札２枚 大正10年4月30日 豊　　田 ②

渡邊家住宅 昭和50年7月23日 下　　山 ①

観音堂 平成7年12月26日 下 粟 野 ③

阿上三所神社本殿（坂原） 平成17年3月18日 坂　　原 ④

板絵著色神馬図 平成元年4月14日 富田（子守神社） ⑤

板絵著色竹虎図 平成2年4月17日

木造毘沙門天立像 昭和59年4月14日

木造千手観音菩薩立像 平成元年4月14日 粟野（無動寺） ⑥

木造不動明王坐像 平成2年4月17日 豊田（新宮寺） ②

片山家文書 昭和60年5月15日 安 栖 里 ⑦

制札 昭和63年4月15日 下山（大福光寺） ①

参考資料 巫女埴輪 平成3年4月19日 蒲生（町中央公民館） ─

和知人形浄瑠璃 昭和60年5月15日 大　　迫 ⑨

質志鐘乳洞 平成13年3月19日 質　　志 ⑩

能満神社本殿 上　　野 ⑪

水　　原 ⑫
梅田春日神社本殿

梅田春日神社境内社猿田彦社本殿

質美八幡宮本殿

質美八幡宮産子集会所

阿上三所神社拝殿（坂原） 平成17年3月18日 坂　　原 ④

無動寺観音堂 平成20年3月21日 粟　　野 ⑥

彫　 刻 木造熊野十二所権現本地仏像 平成2年4月17日 豊田（新宮寺） ②

工芸品 懸仏附懸仏残欠 昭和63年4月15日 下山（大福光寺） ①

質美の曳き山行事 昭和62年4月15日 質　　美 ⑬

熊野神社田楽 平成10年3月13日 上 乙 見 ⑭

小畑万歳 平成13年3月23日 小　　畑 ⑮

八幡宮文化財環境保全地区 平成5年4月9日 質　　美 ⑬

能満神社文化財環境保全地区 平成12年3月17日 上　　野 ⑪

下山（大福光寺） ①

下山（大福光寺）

美　 術
工芸品

書跡、典籍美 　術
工芸品

明治38年2月18日

指定区分

建造物

建造物

絵　 画

彫　 刻

古文書

無形民俗文化財

天然記念物

美　 術
工芸品

無形民俗文化財

府　文　化　財
環境保全地区

府

指

定

文

化

財

質　　美 ⑬
建造物

府

登

録

文

化

財

昭和58年4月15日

平成5年4月9日

①

（平成21年3月31日現在）

国
指
定
重
要
文
化
財

※「巫女埴輪」は（財）府埋文センターに保管されており、町中央公民館にはレプリカが設置されています。

阿上三所神社本殿（坂原）

九手神社本殿（豊田）

国指定重要文化財、京都府指定・登録文化財  
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特
集

文化財の名称 指定年月日 所在地 位置

新宮寺権現堂 豊　　田 ②

能満神社本殿 上　　野 ⑪

無動寺観音堂 平成3年3月28日 粟　　野 ⑥

十六善神図 昭和54年12月12日 下粟野（地蔵院） ③

絹本著色等曼荼羅図 平成2年4月16日 富田（宇津木寺） ⑤

木造千手観音菩薩立像 妙楽寺（千手寺） ⑯

木造薬師如来坐像 上大久保（長楽寺） ⑰

木造阿弥陀如来及び両脇侍像 平成2年4月16日 上野（大円寺） ⑱

木造阿弥陀如来及び両脇侍像 細谷（昌福寺） ⑲

木造地蔵菩薩半か像 大簾（地蔵堂） ⑳

木造大日如来坐像 平成7年3月27日 井脇（養徳寺） ㉑

木喰明満仏像 蒲生（福満寺） ⑧

（平成21年3月31日現在）

昭和63年3月31日

平成2年4月16日

指定区分

建造物

平成6年6月1日

絵　 画

彫　 刻

聖観世音菩薩立像 安井（浄光寺） ㉒

十一面千手観世音菩薩立像 豊田（泉谷寺） ②

観音菩薩立像 平成10年4月1日 下 粟 野 ③

木造薬師如来坐像 豊田（泉谷寺） ②

仁王像 下山（大福光寺） ①

阿弥陀如来坐像 平成19年12月7日 中台（西岸寺） ㉓

懸仏附懸仏残欠 平成2年4月16日 下山（大福光寺） ①

銅造梵鐘 中台（西岸寺） ㉓

銅造梵鐘 水原（西方寺） ⑫

銅造鰐口 平成19年12月7日 鎌谷中（薬師寺） ㉔

紺紙金字法華経 平成7年3月31日 豊田（新宮寺） ②

大般若波羅蜜多経 富田（宇津木寺） ⑤

正法眼蔵 市森（玉雲寺） ㉕

大般若経及び板木(墨書) 平成19年12月7日 鎌谷中（薬師寺） ㉔

熊野神社田楽 昭和54年12月12日 上 乙 見 ⑭

文七おどり

和知太鼓

葛城神社曳山巡行 平成11年2月17日 口八田（葛城神社） ㉖

質美八幡宮境内地 平成元年3月25日 質　　美 ⑬

中畑城跡 平成16年9月3日 口 八 田 ㉖

豊田車塚古墳 豊　　田 ②

塩谷古墳群 曽　　根 ㉗

カナヤ１号墳（乗鞍古墳） 富　　田 ⑤

宮ノ浦１号墳 曽　　根 ㉗

須知城

琴滝

吉田龍雄家のカヤ 細　　谷 ⑲
七色の木 仏　　主 ㉘

市　　森 ㉕

※位置は前ページの地図を参照

平成7年3月31日

平成7年3月31日

平成16年9月3日書跡、典籍

昭和63年3月15日 和知地域

平成16年9月3日

平成6年3月1日工芸品

天然記念物 昭和58年9月24日

町

指

定

文

化

財

―

史　 跡

名　 勝

平成16年9月3日

無形民俗文化財

美　 術
工芸品

い
の
は
、「
応
仁
・
文
明
の
大
乱
」の
戦
火
を
避
け
る

た
め
に
、地
元
の
人
が
価
値
の
高
い
仏
像
や
絵
画
な

ど
を
買
い
入
れ
る
な
ど
し
、現
在
ま
で
大
切
に
保
管

さ
れ
て
き
た
努
力
の
賜
物
で
す
。

　

文
化
財
に
は
、そ
れ
ぞ
れ
歴
史
が
刻
ま
れ
て
お

り
、そ
の
歴
史
を
探
る
こ
と
で
地
域
を
知
る
こ
と
が

で
き
、「
自
分
た
ち
の
町
」と
し
て
の
認
識
が
深
ま
り

ま
す
。ま
た
、文
化
財
を
地
域
の
活
性
化
や
発
展
に

役
立
て
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

委
員
会
で
は
、文
化
財
保
護
や
活
用
を
は
じ
め
、

町
の
一
体
感
に
つ
な
が
る
よ
う
に
、新
た
な
文
化
財

の
発
見
を
目
指
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。し

か
し
、近
年
で
は
、火
災
や
盗
難
な
ど
に
よ
り
、大

切
な
文
化
財
が
失
わ
れ
る
事
態
が
発
生
し
て
い
ま

す
。

　

み
な
さ
ん
も
地
域
が
誇
る
文
化
財
を
守
る
た
め

に
、日
ご
ろ
か
ら
文
化
財
保
護
を
目
指
し
た
見
守

り
活
動
な
ど
へ
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

京
丹
波
町
の

歴
史
や
文
化
を
後
世

に
伝
え
る
た
め
に

　

町
内
に
存
在
す
る
文
化
財
は
、何
世
紀
に
も
わ

た
っ
て
多
く
の
人
に
よ
っ
て
守
ら
れ
、そ
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

　

先
人
か
ら
受
け
継
い
だ「
文
化
財
」を
後
世
に
引

き
継
ぐ
た
め
に
も
、町
内
に
あ
る
文
化
財
を
巡
り
、

町
の
歴
史
認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、積

み
重
ね
ら
れ
た
歴
史
や
文
化
に
触
れ
な
が
ら「
京

丹
波
町
」の
魅
力
を
再
発
見
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

京
丹
波
町
文
化
財
保
護
委
員
会

会
長　

浅あ

さ

井い 

義よ

し

久ひ

さ

さ
ん（
森
）

寛治4年（1090年）、新宮権現創建時の起願文といわれ、伝教大
師御作と伝えられている「紺紙金字法華経」（新宮寺・豊田）

木喰五行明満が文化4年（1807年）に作成した「木喰明満仏像」（福満寺・蒲生）

西方寺にある「銅造梵鐘」（水原）

カツラの木にスギ、ケヤキ、イロハモミジ、イタヤカエデ、フジ、
カヤが宿る「七色の木」（仏主）

6

町指定文化財  

　

京
丹
波
町
の
文
化
財
を
近
隣
の
自
治
体
と
比

較
す
る
と
、人
口
比
な
ど
か
ら
見
て
も
数
多
く
現

存
し
て
お
り
、「
文
化
財
の
宝
庫
」で
あ
る
と
思
い

ま
す
。特
に
室
町
時
代
に
ま
つ
わ
る
文
化
財
が
多

文
化
財
を

守
る
活
動

　

町
は
、文
化
財
の
保
存
や
活
用
を
図
る
た

め
に
、九
人
の
委
員
で
構
成
す
る「
京
丹
波
町

文
化
財
保
護
委
員
会
」を
設
置
。同
委
員
会

で
は
、文
化
財
の
指
定
や
解
除
、管
理
に
対
す

る
助
言
な
ど
を
行
い
、文
化
財
の
適
正
な
保

全
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。



基
本
理
念
は

「
み
ん
な
で
支
え
る
『
輝
く
生
涯
』　

　

あ
た
た
か
な
心
で
つ
く
る

　
　

安
心
・
健
康
・
い
き
い
き  

京
丹
波
」

9 京丹波 ■ No.44 8

計画策定に向けて議論を重ねる委員
（瑞穂保健福祉センター・和田）

そ
こ
で
、本
計
画
で
は
、高
齢
者
や
高
齢
期
を
迎

え
る
人
々
が
、可
能
な
限
り
健
康
で
、安
心
し
て
地

域
で
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の
実
現
を

目
指
し
た
第
三
期
計
画
の
基
本
理
念
を
継
承
し
て

い
ま
す
。

行
政
に
よ
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
高
齢
者
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、住
民
一
人
ひ
と
り
が
主
体
的
に
健
康
づ
く

り
に
目
を
向
け
、地
域
の
力
を
生
か
し
な
が
ら
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

高齢者施策の方向性を示す

「高齢者福祉計画及び
第4期介護保険事業計画」

を策定

  

計
画
策
定
の
背
景
と

  

趣
旨

　

本
町
は
、「
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保

険
事
業
計
画
」を
三
度
に
わ
た
っ
て
策
定
し
、介
護

保
険
制
度
の
定
着
や
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整

備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

第
四
期
計
画
は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
を
よ
り

一
層
推
進
す
る
と
と
も
に
、今
後
の
介
護
保
険
事
業

全
体
の
方
向
性
を
改
め
て
打
ち
出
す
意
味
を
持
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、同
計
画
で
は
、高
齢
者
施
策
の
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
な
ど
へ
の
対
応
方
策
や
、本
町
が
目
指

す
高
齢
者
介
護
の
あ
り
方
を
実
現
す
る
た
め
の
具

体
的
な
取
り
組
み
内
容
な
ど
を
示
し
て
い
ま
す
。

　    

計
画
の
位
置
付
け

　

第
四
期
計
画
は
、高
齢
者
福
祉
計
画
と
介
護
保

険
事
業
計
画
が
密
接
に
関
係
す
る
こ
と
か
ら
、両
計

画
を
包
括
し
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
総

合
計
画
を
上
位
計
画
に
位
置
付
け
、関
連
す
る
計

画
と
の
調
和
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
計
画
と
の
違
い
は
、老
人
保
健
法
に

基
づ
く
保
健
事
業
廃
止
に
伴
い
、高
齢
者
保
健
計
画

に
関
す
る
事
項
を
定
め
て
い
ま
せ
ん
。し
か
し
、介

護
予
防
や
壮
年
期
か
ら
の
健
康
づ
く
り
、生
活
習
慣

病
予
防
対
策
な
ど
、本
計
画
と
密
接
に
関
連
す
る

事
項
に
つ
い
て
は
、関
連
す
る
計
画
、事
業
と
の
連
携

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

  

計
画
の
策
定
体
制

「
介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会
」（
谷た

に

垣が
き

勇い
さ
む

委
員
長
、十
二
人
）は
、高
齢
者
施
策
全
体
の
現

状
や
課
題
分
析
、第
四
期
計
画
の
方
向
性
と
計
画

の
具
体
的
な
取
り
組
み
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
に

四
回
の
会
議
を
開
催
。同
委
員
会
は
、暮
ら
し
の
実

態
や
高
齢
者
施
策
に
対
す
る
意
見
・
要
望
を
把
握

す
る
た
め
の「
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」（
概
要
は

四
十
一
号
に
掲
載
）、町
内
の
介
護
保
険
事
業
者
を

対
象
と
し
た
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
な
ど
の
結
果
も
踏

ま
え
た
上
で
、計
画
内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

■
計
画
期
間

　

平
成
二
十
一
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
ま
で
の
三

年
間
。

　高齢者が可能な限り健康な状態を維持し、住み慣
れた家庭・地域で安心して暮らせるようにするには、
保健・医療・福祉・介護の連携強化や充実、支援体制、
サービスの仕組みなどを整える必要があります。
　町はこのほど、高齢者施策の課題に対する方策や、
高齢者介護の具体的な取り組み内容などを定めた
「京丹波町高齢者福祉計画及び第4期介護保険事業
計画（以下「第4期計画」）」を策定しました。

【
施
策
の
展
開
方
針
】

住
み
慣
れ
た
家
庭
・
地
域
で
の

介
護
の
推
進

在
宅
・
施
設
に
か
か
わ
ら
ず
、高
齢
者
の
尊
厳
が

守
ら
れ
、そ
の
人
ら
し
い
生
活
が
実
現
で
き
る
よ

う
、介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。ま
た
、住

み
慣
れ
た
環
境
を
離
れ
る
こ
と
な
く
、必
要
な
介
護

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
の

介
護
予
防
の
推
進

高
齢
者
一
人
ひ
と
り
が
、健
康
づ
く
り
や
介
護
予

防
に
関
す
る
自
覚
を
高
め
、効
果
的
・
継
続
的
に
実

践
さ
れ
る
よ
う
、啓
発
活
動
、支
援
体
制
づ
く
り
な

ど
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

で
は
、要
介
護
状
態
へ
の
移
行
を
食
い
止
め
る
た
め

の
支
援
に
努
め
ま
す
。

自
立
生
活
を
支
え
る

福
祉
・
生
活
支
援
の
推
進

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
対
象
と
な
ら
な
い
高
齢

者
に
は
、必
要
な
と
き
に
必
要
な
支
援
が
確
実
に
利

用
で
き
る
よ
う
周
知
・
広
報
の
充
実
を
図
り
、サ
ー

ビ
ス
の
利
用
促
進
に
努
め
ま
す
。特
に
高
齢
者
世
帯

な
ど
に
は
、必
要
な
情
報
が
確
実
に
伝
達
で
き
る
体

制
の
確
保
に
留
意
し
ま
す
。ま
た
、在
宅
介
護
を
支

え
る
家
族
の
負
担
軽
減
を
図
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

活
動
的
な
生
活
を
支
援
す
る

生
き
が
い
対
策
の
推
進

生
涯
学
習
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
に
よ
り
、高
齢

者
の
生
き
が
い
や
楽
し
み
の
創
出
を
図
る
と
と
も

に
、同
世
代
・
世
代
間
交
流
を
促
進
し
ま
す
。ま
た
、

就
労
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、地
域
活
動
を
通
じ

て
、社
会
・
地
域
と
の
関
わ
り
を
維
持
し
な
が
ら
自

己
実
現
が
図
れ
る
機
会
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

認
知
症
予
防
と

高
齢
者
虐
待
の
対
策
の
推
進

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
環
境
で
生
活
を

続
け
ら
れ
る
よ
う
、認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介

護
を
中
心
と
す
る
適
切
な
ケ
ア
体
制
の
確
立
に
努

め
ま
す
。ま
た
、認
知
症
に
対
す
る
広
報
・
啓
発
を
人

権
教
育
の
視
点
か
ら
推
進
す
る
と
と
も
に
、認
知
症

の
方
に
対
し
て
権
利
擁
護
事
業
の
周
知
や
利
用
促

進
を
行
い
ま
す
。

生
活
の
安
心
・
安
全
を
守
る

環
境
・
仕
組
み
づ
く
り
の
推
進

高
齢
者
の
安
心
・
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
核
と
な
っ
て
総
合
的
な

支
援
を
提
供
し
ま
す
。ま
た
、日
常
の
見
守
り
活
動

や
緊
急
時
の
救
援
体
制
な
ど
は
、行
政
に
よ
る「
公

助
」と
、民
生
委
員
や
近
隣
住
民
に
よ
る「
共
助
」の

両
方
か
ら
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

す
べ
て
の
住
民
の
外
出
の
利
便
性
向
上
を
目
指

し
て
、道
路
や
公
共
施
設
、商
業
施
設
な
ど
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
図
る「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」を
推

進
し
ま
す
。

基本理念を実現するための重点目標

■  明るく活力ある高齢期の生活支援の充実
　第３期計画から実施された介護予防に係る取り組みをよ
り一層充実するとともに、日々の生活に潤いと活力を感じ
られるよう、高齢者のニーズに応じた生涯学習や生涯ス
ポーツ、就労、同世代・世代間交流などの生きがい対策の
充実を図ります。

■  住み慣れた環境での生活・介護の充実
　要介護者および介護を担う家族のニーズへの対応ととも
に、住み慣れた家庭・地域で安心して生活を送れるよう支
援する介護保険サービス基盤の計画的な整備を図ります。

■  高齢者が安全・安心に暮らせる
■  まちづくりの推進
　日々の生活における安全・安心を確保するため、防災・
防犯や緊急時の支援体制の構築、日常の安否確認など、地
域住民同士のふれあい・助けあい・支えあいに基づく地域
福祉の推進を図ります。また、高齢者を狙った犯罪、在宅・
福祉施設などでの高齢者虐待を予防するため、高齢者の権
利擁護に関する取り組みを強化します。

高齢者
れた家庭
保健・医
サービス
　町はこ
高齢者介
「京丹波
計画（以

策定委員会の様子（瑞穂保健福祉センター・和田）



栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

指
標
と
な
る

「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
」

日
ご
ろ
の
食
生
活
で
見
落
と
し
が
ち
な
の

が
、栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
料
理
の
組
み

合
わ
せ
。み
な
さ
ん
も
一
品
一
品
の
料
理
に

は
気
を
使
わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、栄

養
バ
ラ
ン
ス
は
一
日
の
食
事
全
体
で
考
え
な

く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、一
日
に「
何
を
」「
ど
れ

だ
け
」食
べ
た
ら
栄
養
バ
ラ
ン
ス
が
良
く
な

る
の
か
を
示
し
た
の
が「
食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ

イ
ド
」で
す
。（「
図
１
」参
照
）

食
生
活
を
改
善
す
る
た
め
の
指
針
で
あ

る
同
ガ
イ
ド
で
は
、食
事
の
望
ま
し
い
組
み

合
わ
せ
や
適
量
を
説
明
す
る
た
め
に
、一
日

分
の
料
理
・
食
品
の
量
の
例
を
わ
か
り
や
す

く
イ
ラ
ス
ト
で
示
し
て
い
ま
す
。

図
が
示
す
一
日
分
の
摂
取
量
は
、座
っ
た

状
態
の
仕
事
が
主
で
、運
動
習
慣
の
な
い
男

性
の
適
量
を
示
し
て
い
ま
す（
約
二
千
二
百

キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
）。図
の「
料
理
例
」を
参
考

に
、い
く
つ
と
っ
て
い
る
か
を
確
か
め
る
こ
と

で
、一
日
に
と
る
目
安
の
数
値
と
比
べ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ま
た
、食
事
バ
ラ
ン
ス
ガ
イ
ド
実
践
の
基

本
は「
朝
食
を
し
っ
か
り
食
べ
る
」「
い
ろ
い

ろ
な
食
材
を
使
う
」「
家
族
み
ん
な
で
食
卓

を
囲
む
」の
三
点
で
す
。

み
な
さ
ん
も
楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
、好

き
嫌
い
を
せ
ず
偏
り
の
な
い
食
生
活
に
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

「
地
産
地
消
」で

安
心
・
安
全
な
食
材
を

食
品
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発

生
す
る
中
、食
の
安
心
・
安
全
を
求
め
る
傾

向
が
強
く
な
り
、地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の

を
地
元
で
消
費
す
る「
地
産
地
消
」が
多
く

の
地
域
で
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
で
は
、消
費
者
と
生
産
者
が
身

近
な
関
係
と
な
る
こ
と
か
ら
、消
費
者
は
新

鮮
で
安
心
・
安
全
な
農
産
物
が
安
く
手
に
入

り
、生
産
者
は
規
格
に
と
ら
わ
れ
な
い
お
い

し
い
農
産
物
を
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま
た
、食
材
な
ど
の
運
搬
距
離
が
短
く

な
る
こ
と
か
ら
二
酸
化
炭
素
の
発
生
が
抑

制
で
き
、地
球
環
境
保
護
に
も
役
立
っ
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、本
町
で
は
、農
産
物
直
売
所

の
開
設
や
学
校
給
食
で
の
地
元
農
産
物
活

用
な
ど
、地
産
地
消
を
目
指
し
た
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

「図１」

近
年
、そ
の
土
地
の
伝
統
的
な
食
文
化
・

食
材
を
見
直
す
運
動
や
本
物
志
向
な
ど
が

地
産
地
消
の
重
要
性
を
一
層
高
め
る
中
、生

活
習
慣
病
の
対
策
手
段
と
し
て
、新
鮮
で
栄

養
価
の
高
い
旬
の
地
域
食
材
を
活
用
し
た

食
生
活
改
善
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

正
し
い
食
生
活
を

地
域
に
伝
え
る
た
め
に

食
生
活
改
善
と
聞
い
て
も
、「
何
を
、ど
の

よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
」と
思
わ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。自
分
ひ
と
り
で
日

ご
ろ
の
食
生
活
を
改
善
す
る
の
は
大
変
な
こ

と
で
す
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、食
生
活
の
改
善
方

法
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
料
理
な
ど
に

つ
い
て
相
談
に
の
っ
て
く
れ
る
の
が「
食
生
活

改
善
推
進
員
」で
す
。

推
進
員
は
、地
元
で
採
れ
た
旬
の
食
材
を

使
っ
た
生
活
習
慣
病
予
防
に
役
立
つ
調
理

実
習
を
は
じ
め
、親
子
や
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
料
理
教
室
、食
育
の
普
及
、活
動
に
利

用
し
た
料
理
の
作
り
方
を
ま
と
め
た
冊
子

の
作
成
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、「
く
る

み
の
会
」の
愛
称
で
地
元
密
着
型
の
活
動
を

展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
の
一
環
と
し
て
今
回
か
ら
、四
季

折
々
の
旬
の
食
材
を
使
っ
た
簡
単
な
料
理
の

作
り
方
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
料
理
レ
シ
ピ
は
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

日
本
の
食
生
活
の
乱
れ
か
ら
、食
べ
残

し
や
廃
棄
食
品
の
増
加
、食
料
自
給
率
の

低
下
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
生
じ
て

い
ま
す
。ま
た
、生
活
が
便
利
に
な
り
、核

家
族
化
が
進
む
に
つ
れ
て
食
に
対
す
る

関
心
は
薄
れ
、従
来
の
よ
う
に
家
族
が
そ

ろ
っ
て
手
作
り
料
理
の
食
卓
を
囲
む
団

ら
ん
の
場
も
失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

近
年
、こ
の
よ
う
な
状
況
を
改
善
す
る

た
め
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が「
食
育
」

で
す
。食
育
と
は
、だ
れ
も
が
食
や
健
康

の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、的
確
な
判

断
や
選
択
を
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と

で
あ
り
、食
品
選
び
や
保
管
の
仕
方
、調

理
法
、適
度
な
栄
養
摂
取
、食
文
化
の
伝

承
・
流
通
な
ど
、食
生
活
を
自
分
で
管
理

で
き
る
能
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、「
わ
た
し
た

ち
の
健
康
は
わ
た
し
た
ち
の
手
で
」を
合

言
葉
に
、隣
近
所
の
ふ
れ

あ
い
を
活
動
の
原
点
と
し
、

地
域
に
お
け
る
健
康
づ
く

り
の
担
い
手
と
し
て
、生
活

習
慣
病
予
防
を
は
じ
め
、高
齢

者
・
男
性
・
親
と
子
の
料
理
教

室
や
母
子
の
健
康
・
貧
血
予
防
、

子
育
て
支
援
事
業
、ヘ
ル
ス
サ
ポ

ー
タ
ー
21
事
業
な
ど
の
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

自
然
に
恵
ま
れ
た
京
丹
波
町
は
、四
季

折
々
の
山
野
草
が
豊
富
で
、各
家
庭
で
の

野
菜
づ
く
り
も
盛
ん
で
す
。地
元
で
採
れ

た
食
材
は
、新
鮮
で
味
も
よ
く
、値
段
も

安
く
、栄
養
価
に
も
優
れ
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
一
日
の
野
菜
の
摂
取
量
は
三

百
―
三
百
五
十
グ
ラ
ム
が
適
量
と
さ
れ

て
い
ま
す
。豊
富
な
地
元
の
素
材
を
う
ま

く
使
っ
て
献
立
を
工
夫
し
、家
族
そ
ろ
っ

て
楽
し
い
食
卓
を
囲
み
、心
身
と
も
に
健

康
な
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く
こ
と

が
食
生
活
改
善
に
つ
な
が
り
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、こ
れ
か
ら
も
み
な
さ

ん
と
と
も
に
研
修
を
重
ね
、健
康
づ
く
り

の
輪
を
大
き
く
広
げ
て
い
く
た
め
の
活

動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

な
お
、六
月
は「
食
育
月
間
」で
、毎
月

十
九
日
は「
食
育
の
日
」と
な
っ
て
い
ま

す
。ご
家
庭
で
の
食
生
活
を
振
り
返
る
機

会
に
し
て
く
だ
さ
い
。

栄養バランスの栄養バランスの
とれた食事でとれた食事で
健やかな毎日を健やかな毎日を

栄養バランスの
とれた食事で
健やかな毎日を

平成20年度に実施された「ヘルスサポーター養成講座」
（町中央公民館・蒲生）

京丹波町食生活改善推進員協議会会長　太田 世都子さん（才原）

おお た せ つ こ

あ

　日常生活に欠かせない「食事」の大切さをみな
さんにお伝えするために、地元食材を使った四季
折々の料理を食生活改善推進員協議会のみなさ
んにシリーズで紹介していただきます。
　第１回は、日ごろの食生活で心がけたい「食事バ
ランスガイド」や「地産地消」についてのお話と、旬
の食材を使った「新たまねぎの酢味噌和え」の作り
方を紹介します。
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ダ
カ
の
子
孫
を
合
わ
せ
た
五
十
匹
。今
後
は
、

天
文
館
と
宿
泊
所
売
店
で
展
示
し
一
般
公
開

さ
れ
ま
す
。

タ
ー
）ま
で
の
区
間
を
対
象
に
清
掃
活
動
を

実
施
。今
回
は
小
雨
の
中
で
の
作
業
と
な
り

ま
し
た
が
、参
加
者
ら
は
手
分
け
し
て
歩
道

植
樹
帯
の
草
引
き
や
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
拾

い
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
回
は
、七
月
二
十
六
日
に
実
施
す
る
予

定
で
す
の
で
、多
く
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

虫
と
成
虫
の
違
い
に

び
っ
く
り

カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
捕
り
体
験

　

五
月
十
五
日
、桧
山
保
育
所
の
四
・
五

歳
児
が
丹
波
自
然
運
動
公
園
を
訪
れ
、

カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
捕
り
体
験
を
行
い

ま
し
た
。

　

同
園
で
は
、枯
れ
松
な
ど
の
木
ク
ズ
の

集
積
所
に
カ
ブ
ト
ム
シ
の
幼
虫
が
数
多

く
生
息
す
る
こ
と
か
ら
、町
内
の
保
育
所

や
幼
稚
園
の
園
児
ら
を
招
い
て
、昨
年
か

ら
体
験
活
動
を
実
施
。園
児
ら
は
、集
積

所
の
木
ク
ズ
の
中
か
ら
幼
虫
を
見
つ
け
る

と
、「
お
っ
き
い
の
が
い
た
」な
ど
と
言
い

な
が
ら
恐
る
恐
る
手
に
持
ち
、周
り
の
友

だ
ち
に
見
せ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、園
児
ら
は
同
園
内
の
宿
泊
所

に
移
動
し
、ち
び
っ
こ
ま
つ
り
で
寄
贈
さ

れ
た
宇
宙
メ
ダ
カ
を
見
学
し
た
り
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
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宙
メ
ダ
カ
が
自
然
公
園
に
登
場

ち
び
っ
こ
ま
つ
り

　
「
ち
び
っ
こ
ま
つ
り
」が
五
月
五
日
、丹
波

自
然
運
動
公
園
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
約

二
万
一
千
人
が
来
園
し
ま
し
た
。

　

同
園
は
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
の
一
日
を

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
楽
し
み
、

親
子
の
ふ
れ
あ
い
と
子
ど
も
た
ち
の
健
全

な
成
長
を
目
的
に
、同
イ
ベ
ン
ト
を
毎
年
実

施
。今
回
は
、園
内
の
こ
ど
も
の
広
場
を
中
心

に
、宇
宙
メ
ダ
カ
の
贈
呈
式
を
は
じ
め
、歌
の

お
姉
さ
ん
シ
ョ
ー
や
大
道
芸
、シ
ャ
ボ
ン
玉

遊
び
、金
魚
の
つ
か
み
ど
り
、ス
ポ
ー
ツ
コ
ー

ナ
ー
、フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、多
彩
な
催

し
で
来
園
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

贈
呈
さ
れ
た
メ
ダ
カ
は
、一
九
九
四
年
に

宇
宙
飛
行
士
の
向
井
千
秋
さ
ん
ら
が
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
内
の
実
験
で
使
用
し
た
四
匹
の

メ
ダ
カ
の
子
孫
で
、宇
宙
飛
行
中
に
ふ
化
し

た
メ
ダ
カ
と
、帰
還
し
て
か
ら
生
ま
れ
た
メ

れ
い
な
道
路
で
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・ロ
ー
ド
丹
波

　

四
月
二
十
六
日
、地
域
住
民
が
主
体
と

な
っ
て
国
道
九
号
沿
い
の
清
掃
活
動
を
行
う

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ロ
ー
ド
丹
波
」が
実
施
さ

れ
、約
百
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、「
地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
道
づ

く
り
」を
目
的
に
毎
年
、行
楽
シ
ー
ズ
ン
前
の

四
・
七
・
十
月
の
年
三
回
、丹
波
自
然
運
動
公

園
前
か
ら
京
都
縦
貫
自
動
車
道（
丹
波
イ
ン

宇き

水槽内を泳ぐ宇宙メダカを見つめる子どもたち
（丹波自然運動公園・曽根）

幼

手分けして清掃活動を行う参加者（国道9号沿い歩道・須知） たくさんの親子連れが参加した「歌のお姉さんショー」

カブトムシの幼虫を捕まえて喜ぶ園児（丹波自然運動公園・曽根）
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、町
立
病
院
・
診
療
所
の
医
師
や
専
門
職

員
が
み
な
さ
ん
に
お
届
け
す
る
健
康
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　

今
回
の
担
当
は
和
知
診
療
所
の
看
護
主
任　

中
村
幸
子
さ

ん
。夏
場
に
発
生
し
や
す
い「
熱
中
症
」に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。

年
夏
場
に
な
る
と
、「
家
で
ぐ
っ
た
り
し
て
い
た
」「
農
作
業

を
し
た
後
に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
」な
ど
の
話
を
お
聞
き
し

ま
す
。こ
れ
か
ら
の
時
期
に
発
生
し
や
す
い
熱
中
症
の
対
策
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

暑
い
最
中
の
激
し
い
運
動
や
長
時
間
日
光
を
浴
び
た
り
、室
内

が
外
の
よ
う
に
蒸
し
暑
か
っ
た
り
し
た
と
き
に「
熱
中
症
」は
起
こ

り
ま
す
。

　

熱
中
症
は
、体
重
の
二
―
三
％
以
上
の
水
分
が
失
わ
れ
た
場
合

に
起
こ
り
や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。特
に
炎
天
下
で
激
し
い
運

動
を
す
る
と
、体
か
ら
大
量
の
熱
が
発
生
し
て
脱
水
状
態
と
な
る
た

め
、手
足
の
け
い
れ
ん
や
失
神
を
引
き
起
こ
し
、シ
ョ
ッ
ク
状
態
で
死

に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
症
状
が
あ
れ
ば
熱
中
症
を
疑
っ
て
く
だ
さ
い
。

①「
脱
水
症
状
」…
尿
量
が
少
な
い
、尿
回
数
が
減
っ
て
い
る
、唇
が

乾
く
。

②「
め
ま
い
」…
ふ
っ
と
気
が
遠
く
な
る
感
じ
が
す
る
。

③「
吐
き
気
」「
嘔
吐
」「
頭
痛
」

　

熱
中
症
を
予
防
す
る
た
め
に
、次
の
こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

①
炎
天
下
や
暑
い
日
の
運
動
、長
時
間
の
外
出
は
避
け
る
。

②
屋
外
で
は
日
陰
を
選
ん
で
歩
く
。

③
窮
屈
な
服
装
を
避
け
、帽
子
を
か
ぶ
る
。　

④
水
分
と
塩
分
を
補
給
す
る
。

⑤
家
の
中
に
直
射
日
光
が
入
ら
な
い
よ
う
に「
す
だ
れ
」な
ど
で
工
夫

を
す
る
。

⑥
体
調
が
す
ぐ
れ
な
い
と
き
は
、運
動
や
外
出
を
控
え
る
。

　

な
お
、近
年
、高
齢
者
の
室
内
で
の
熱
中
症
が
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。高
齢
に
な
る
と
、暑
さ
や
喉
が
渇
い
て
い
る
こ
と
を
敏

感
に
感
じ
な
く
な
り
、ま
た
、も
と
も
と
水
分
補
給
が
少
な
く
、暑
く
て

も
エ
ア
コ
ン
を
使
わ
な
い
方
が
多
い
よ
う
で
す
。高
齢
者
と
一
緒
に
お
住

ま
い
の
方
は
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

①
氷
や
濡
れ
タ
オ
ル
で
体
温
を
下
げ
る
。

（
首
や
も
も
の
付
け
根
が
効
果
的
）

②
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
な
ど
で
水
分
を
補
給
す
る
。

③
風
通
し
が
良
い
日
陰
や
涼
し
い
場
所
な
ど
に
移
動
す
る
。

④
衣
類
の
ボ
タ
ン
や
ベ
ル
ト
な
ど
を
緩
め
る
。

※
応
急
処
置
が
済
ん
だ
ら
念
の
た
め
に
病
院
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

※
症
状
が
悪
化
す
る
と「
意
識
障
害
」が
現
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。体

温
が
三
十
九
度
を
超
え
る
と
非
常
に
危
険
で
す
の
で
、す
ぐ
に
病
院

で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

看護主任　中
なか

村
むら

幸
さち

子
こ

さん（和知診療所）

いきいき健康術 第22回

毎
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季
折
々
の
山
野
草
で

季
節
を
感
じ
て

春
・
山
野
草
の
森
祭
り

　

恒
例
の「
春
・
山
野
草
の
森
祭
り
」が
五
月

三
日
・
四
日
の
二
日
間
、わ
ち
山
野
草
の
森
で

行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
約
四
百
五
十
人
が
来

園
し
ま
し
た
。

　

祭
り
で
は
、

山
野
草
の
寄
せ

植
え
や
苔こ

け

玉

教
室
、
花
苗
の

販
売
、
春
の
山

野
草
展
な
ど
が

催
さ
れ
、
訪
れ

た
み
な
さ
ん
を

楽
し
ま
せ
ま
し

た
。

　

ま
た
、「
美
味

し
い
も
の
コ
ー

域
の
名
所
で
学
年
を
超
え
た
交
流
を

三
ノ
宮
小
学
校
一
年
生
歓
迎
遠
足

　

三
ノ
宮
小
学
校
で
春
の
恒
例
行
事
と
な
っ

た「
一
年
生
歓
迎
遠
足
」が
四
月
二
十
四
日
、

質
志
鐘
乳
洞
公
園
で
行
わ
れ
、全
校
児
童

四
十
七
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
、児
童
ら
は
、三
ノ
宮
小
学
校
か
ら

同
公
園
ま
で
の
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の

り
を
歩
い
て
散
策
。同
公
園
に
到
着
す
る
と
、

新
入
児
童
三
人
の
自
己
紹
介
や
、六
年
生
か

ら
新
入
児
童
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、学
年
を
超
え
た
交
流
が
図
ら
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、六
つ
の
班
に
分
か
れ
て
鍾
乳
洞

内
を
見
学
。狭
く
て
薄
暗
い
洞
内
の
雰
囲
気

に
泣
き
出
す
新
入
児
童
の
姿
も
あ
り
ま
し
た

が
、在
校
生
か
ら
の
励
ま
し
の
言
葉
を
受
け

穀
豊
穣
を
願
っ
て

京
都
祇
園
八
坂
神
社
御
田
祭

　

恒
例
の
京
都
祇
園
八
坂
神
社
の
御
田
祭
が

五
月
二
十
四
日
、同
神
社
の
御
分
社
が
あ
る

尾
長
野
区（
下
山
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

御
田
祭
で
は
、町
内
外
か
ら
訪
れ
た
観
光

客
や
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン
ら
が
見
守
る

中
、す
げ
笠
に
着
物
姿
の
早
乙
女
八
人
が
、雅

楽
の
調
べ
に
合
わ
せ
て
手
植
え
で
苗
の
植
え

付
け
を
実
施
。そ
の
後
、同
神
社
青
年
部
に
よ

る
獅
子
舞
の
演
舞
や
地
元
に
伝
わ
る
丹
波
八

坂
太
鼓
が
披
露
さ
れ
、訪
れ
た
人
々
を
楽
し

ま
せ
て
い
ま
し
た
。

四

地

五

な
が
ら
最
下
層
ま
で
進
み
、地
域
が
誇
る
名

所
の
素
晴
ら
し
さ
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
。

職
員
の
異
動

■
異
動（
六
月
一
日
付
）

　

米
山
栄
一（
和
知
診
療
所
看
護
師
長
）

■
退
職
職
員（
五
月
三
十
一
日
付
。（　

）は
前
職
）

　

今
海
美
代
子（
和
知
診
療
所
看
護
師
長
）

わたしたちの町
人　口

17,064（－33）
男

8,079（－15）
女

8,985（－18）
世帯数

6,496（－8）
6月1日現在／（　）は前年比

人
の
動
き

（
敬
称
略
）

■
社
会
教
育
委
員　
　
　
　
　

代　

表
／
中
野　

昭（
豊
田
）

副
代
表
／
太
田
明
平（
橋
爪
）

■
消
費
生
活
グ
ル
ー
プ

会　

長
／
田
畑
美
さ
子（
蒲
生
）

副
会
長
／
山
内
博
子（
坂
井
）

会　

計
／
文
字
倭
子（
本
庄
）

委　

員
／
横
山
弥
生（
口
八
田
）

▼
野
口
和
子（
曽
根
）▼
折
竹　

子（
和
田
）

▼
西
村
祥
栄（
広
野
）▼
野
間
妙
子（
本
庄
）

▼
谷
垣
と
み
子（
和
田
）

（
敬
称
略
）

好みの山野草を使って苔玉を作る来園者（わち山野草の森・坂原）

春の山野草展を楽しむ来園者

一列に並んでていねいに苗を植える早乙女（下山地内）

在校生と一緒に洞内を見学する新入児童
（質志鐘乳洞公園・質志）

ユ
の
生
態
を

学
ぶ
た
め
に

和
知
小
学
校
稚
ア
ユ
放
流
体
験

四
月
二
十
八
日
、和
知
川
漁
業
協
同

組
合
が
、和
知
小
学
校
の
五
年
生
二
十
六

人
を
本
庄
地
内
の
フ
ク
イ
河
原（
由
良

川
）に
招
い
て
、稚
ア
ユ
の
放
流
体
験
を
行

い
ま
し
た
。

放
流
体
験
は
、子
ど
も
た
ち
が
地
域
ブ

ラ
ン
ド
で
あ
る
ア
ユ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と

を
目
的
に
、毎
年
こ
の
時
期
に
実
施
。参

加
し
た
児
童
ら
は
、同
組
合
員
か
ら
ア
ユ

の
生
態
や
放
流
の
仕
方
な
ど
を
教
わ
っ
た

後
、バ
ケ
ツ
に
移
さ
れ
た
稚
ア
ユ
を
や
さ

し
く
由
良
川
に
放
ち
ま
し
た
。

ま
た
、同
組
合
は
、六
月
二
十
一
日

の
ア
ユ
友
釣
り
解
禁
に
備
え
て
、四
月

二
十
八
日
と
三
十
日
に
由
良
川
流
域
で

約
千
二
百
五
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
稚
ア
ユ
を

放
流
し
ま
し
た
。

ア

14

み
な
パ
ド
ル
さ
ば
き
で
由
良
川
の
流
れ
を
制
し
て

関
西
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
選
手
権
大
会

第
三
十
三
回
関
西
カ
ヌ
ー
ス
ラ
ロ
ー
ム
選

手
権
大
会
が
五
月
十
六
日
、坂
原
地
内
の
和

知
川
カ
ヌ
ー
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
大
会
は
、第
六
十
四
回
国
民
体
育
大
会

カ
ヌ
ー
競
技
の
京
都
府
選
手
選
考
会
も
兼

ね
て
実
施
。開
会
式
で
は
、大
会
副
会
長
の
松

原
茂
樹
町
長
が「
日
ご
ろ
の
練
習
で
培
っ
た

技
術
を
発
揮
し
て
素
晴
ら
し
い
成
果
を
挙
げ

て
ほ
し
い
。ま
た
、京
都
国
体
を
き
っ
か
け
に

町
内
に
カ
ヌ
ー
が
普
及
し
た
の
で
、今
後
も

素
晴
ら
し
い
環
境
の
中
で
全
町
的
に
カ
ヌ
ー

元
で
採
れ
た
旬
の
山
菜
料
理
を
満
喫

質
志
鐘
乳
洞
公
園
春
祭
り

五
月
四
日
、
恒
例
の
春
祭
り
が
質
志

鐘
乳
洞
公
園
で
行
わ
れ
、町
内
外
か
ら
約

六
百
五
十
人
が
来
園
し
ま
し
た
。

春
祭
り
は
、同
公
園
協
力
会
と
地
元
住
民

グ
ル
ー
プ「
あ
け
ぼ
の
会
」の
主
催
で
、開
園

当
初
か
ら
実
施
。来
園
者
ら
は
、鍾
乳
洞
内
の

見
学
や
釣
り
堀
、大
型
遊
具
で
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
、あ
け
ぼ
の
会
が
出
店
す
る

屋
台
で
、フ
キ
、ユ
キ
ノ
シ
タ
、セ
リ
、ミ
ツ
バ

な
ど
の
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な
山
菜
の
天
ぷ

ら
を
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、今
年
も
同
公
園
入
口
付
近
に
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
合
わ
せ
て
約
三
十

体
の
こ
い
の
ぼ
り
が
設
置
さ
れ
、訪
れ
た
親
子

連
れ
な
ど
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

巧 地

に
親
し
ん
で
も
ら
い
た

い
」と
あ
い
さ
つ
を
述
べ

ま
し
た
。

競
技
が
始
ま
る
と

選
手
ら
は
、由
良
川
に

設
置
さ
れ
た
ポ
ー
ル
を

巧
み
な
パ
ド
ル
さ
ば
き

で
次
々
と
通
過
し
、約

二
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の

コ
ー
ス
を
下
る
タ
イ
ム

を
競
い
ま
し
た
。

地元のもち米を使ったもちつき体験に参加する子どもたち

新緑の中を泳ぐこいのぼりの下で遊ぶ来園者（質志鐘乳洞公園・質志）

バケツの稚アユをやさしく放流する児童たち（由良川・本庄地内）

力強いパドルさばきで急流を乗り切る選手
（和知川カヌー会場付近の由良川・坂原）

ナ
ー
」で
は
、セ
リ
、フ
キ
、イ
タ
ド
リ
、ミ
ツ

バ
、ヨ
モ
ギ
な
ど
の
山
菜
の
天
ぷ
ら
や
、つ

き
た
て
の
ヨ
モ
ギ
も
ち
、竹
の
子
ご
飯
な
ど

が
振
る
舞
わ
れ
、来
園
者
は
旬
の
味
覚
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
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　今回の特集は「文化財」。琴滝や質志鐘乳
洞、観音堂などが指定されていることは知っ
ていましたが、調べていくと72点もの文化
財が町内にあることを改めて認識しました。

紙面の関係で文化財一つひとつの詳細をお伝えすることは
できませんが、今回の記事をきっかけに、みなさんが文化財
に興味を持っていただき、現地を訪れていただけたらうれし
く思います。また、合併から約3年8か月経ちますが、旧3町
の歴史と文化を引き継いだ京丹波町が「自分たちの町」と
して多くのみなさんに認識していただけるように、今後もで
きるだけ多くの情報が発信できるよう努めていきたいと思
います。（Ｋ）

［おわびと訂正］
先月の広報京丹波（Ｎｏ.４３）の１１ページ、「人の動き（食生
活改善推進員協議会）」の副会長／太田明子さん（鎌谷下）
は、副会長／田村明子さん（鎌谷下）の誤りでした。おわびし
て訂正します。

編集
後記

第1回

■作り方
①たまねぎは薄切りにして熱湯でさっとゆで、ざ
るにあげて酢を少々ふる。
②ちりめんじゃこを熱湯にさっと通す。
③鍋で、みそ、みりん、砂糖を火にかけて練り、冷
ました後、酢とからしを加えてよく練る。
④③で①②の食材を味付けし、青じその千切り
をのせて盛り付ける。

【材料（4人分）】
◆たまねぎ・・・・・・・・・ 200g ◆ちりめんじゃこ   
◆青じそ（葉）・・・・・・・・ 4枚 　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 40g
＜調味料＞
◇白みそ（甘口）・・・ 20g ◇酢・・・・・・ 大さじ2/3
◇みりん・・・・・ 大さじ1/2 ◇砂糖・・・ 小さじ1/2
◇練がらし・・・・・・・・・・ 少々

新
た
ま
ね
ぎ
の
お
い
し
い
時
期
は
五
・
六

月
で
す
。た
ま
ね
ぎ
に
は
、血
液
を
サ
ラ
サ

ラ
に
す
る
効
果
が
あ
り
、高
血
圧
や
糖
尿
病

な
ど
の
予
防
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
番
お
い
し
い
時
期
に
食
べ
ま
し
ょ
う
。

塩
分
が
気
に
な
る
方
は
、み
そ
を
減
ら

し
、青
じ
そ
の
香
り
で
お
い
し
く
い
た
だ
い

て
く
だ
さ
い
。

〈
次
回
は
、八
月
号
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
〉 

今回の
料    理「
新
た
ま
ね
ぎ
の

  

酢
味
噌
和
え
」

一
言
ア
ド
バ
イ
ス

食生活改善推進員協議会

副会長　田
た

村
むら

明
あき

子
こ

さん
（鎌谷下）

■栄養価（1人分）

エネルギー

68kcal

たんぱく質

5.4g

脂質

0.6g

カルシウム

71mg

食物繊維

1.3g

塩分

1.1g

1日に必要な野菜の量
は300～350g。このメ
ニューでは51gの野菜
が取れます。




